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核
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駅
診
断
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一
小
V

乳
児
検
診
ハ
笈
然
資
総
〉

総
核
融
階
地
峨
診
断
ハ
曲
舛
脇
師
寺
)

風
岡
品
検
診
〈
期
間
求
・
小
V

物
品
納
入
地
刑
事
咽
等
へ
の
支
払
自

然
神
軌
跡
階
臨
時
診
断
〈
閣
内
線
ヰ
寸
〉

筑
間
邦
検
診
ハ
ニ
小
〉

紙
制
緩
品
開
療
診
断
〈
闘
例
制
問
地
サ
〉

乳
閥
均
検
診
〈
開
岡
市
・
〉

結
核
慾
臨
時
払
断
齢
制
ハ
制
問
機
嫌
V

秋
季
家
の
滋
側
側
ハ
九
月
附
同
日
ま
で
〉

Jl 

殺
の
応
援
徴
収
〈
興
開
問
世
帯
〉

広
相
棟
。
号
発
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仏
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ま
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ま

え

が

き

一

射
殺
事
績
の
公
表
は
、
野
山

さ
ん
の
稔
孫
子
尉
叫
が
、
ど
の
叩

よ
う
な
綬
入
の
状
線
で
、

vι

円

可
一
一
り
よ
う
な
察
燐
併
を
ど
の
制
持
榔
境
町

繍
一
一
ま
で
品
執
行
し
て
い
る
か
を
知
一

銭
一
一
ら
せ
る
た
め
に
後
け
ら
れ
た
白

鶴一
M

も
の
で
、
本
町
は
‘
年
二
脳
同
一

気
女
「
我
孫
乎
符
滋
致
事
情
の
作
一

線
一
一
成
及
び
公
表
に
鈍
す
る
条
一

一
一
例
」
に
慈
い
て
公
表
す
る
と
…

一
一
と
に
な
っ
て
お
与
ま
寸
。
一

一
』
今
聞
は
間
同
月
一

nu
か
ら
む
月
一

一
一
三
十
一
日
ま
明
、
、
つ
ま
ち
山

一
い
畿
一
、
関
学
期
分
mw
梯
問
泌
を
一

円
お
川
端
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
~

( 2 ) 

一
七
号

地
方
良
払
柄
拘
国
務
否
問
問
十
問
問

条
縦
一
項
及
び
我
孫
子
狩
叫
削

除
事
情
の
作
成
及
び
A
h
綴
に

閉
山
す
る
条
例
に
孫
哲
、
町
内
の

財
政
事
簡
を
次
の
よ
う
に
公

表
す
る
@

総
務
三
十
問
符
人
月
コ
"

校
緩
や
隊
経
営
本
元
二

。一
健
全
黙
殺
を
綴
批
押
す
ベ
〈
予

算
執
行
跡
削
機
に
も
主
づ
き
、
歳

入
鵡
制
約
め
綴
銭
安
附
闘
っ
て
お

ち
ま
す
。
今
回
公
表
す
る
山
間
汚

か
ら
七
月
来
日
ま
で
は
第
一
-

m
閥
単
十
期
閣
に
あ
た
り
事
業
渡
的
は

比
較
的
制
少
く
第
一
一
、
際
学
側
州
以

降
に
持
越
さ
れ
る
間
関
係
上
々
繍

の
財
政
収
支
は
よ
く
勺
丹
波
日

現
在
に
お
い
て
州
側
夜
中
u
十
万
円

の
絞
桝
削
減
魚
影
録
申
脅
し
て
い
ま

す。
〈
V

帥
特
別
会
計

工
綬
闘
関
側
再
帥
擁
録
保
持
掛
特
訓
刷
会
計

本
年
同
出
晃
一
お
か
ら
哨
斜
線
し

ま
し
た
一
滋
民
瞬
時
止
戦
後
跡
般
に
つ
い

て
は
、
町
民
会
絞
め
終
太
一
な
る

制
間
協
り
に
よ
り
、
相
叫
す
怯
細
細
裁
に

預
脱
営
さ
れ
て
お
9
ま
す
。

間
側
隣
人
総
臨
時
保
険
の
運
営
を
お
…

お
す
る
係
験
談
合
取
扱
い
及
び

的
制
緩
に
つ
い
て
は
、
納
税
制
料
品
判

の
方
々
や
、
区
質
問
、
噛
期
総
災
害

ん
ま
た
は
h

科
医
幾
意
ん
織
の
ど

協
力
に
よ
れ
て
七
万
米
自
H

期尚在

の
仙
刺
激
状
泌
は
、

相
執
入
仲
間
側
関
一
…
、
一

O
畑出手間け

に
し
て

年
後
湘
閥
抑
持
制
問}
一
、
六
四
八
千
聞
け

に
対
し
て
一
人

μ

ま
た
第
一
裁
八
万
端
綿
制
稿
欄
隅

一
一
、
九
ザ
札
口
一
千
田
川

に
対
し
て
は
、
セ
↓

w
m
k
-
R
う

成
畿
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
線
検
給
付
額
〈
お
出
E

4

判
事
ん
盤
ザ
に
t
A払
ら
れ
る
も
の

〉
山
弘
、
問
問
丹
、
五
月
の
ス
ヶ
月

分
で
て
民
間
同
一
一
千
内
で
あ
り

ま
す
が
若
手
掛
明
知
脱
出
叩
制
防
災
に
あ

君
主
す
。

@
都
市
計
蜘
鵬
榊
硝
叫
鱗
帥
判
制
刷
会
計

掛
開
株
持
哨
緋
耽
抑
・
を
行
う
た
め
、
当

相
制
緩
出
晶
子
終
に
で
発
足
し
た
v
}

の
純
村
総
会
計
も
、
種
々
の
胸
間
務

動)
向(

に
よ
れ
ソ
去
る
七
丸
山
口
刊
に
一
一
、

九
一
一
一
二
千
悶
け
の
本
予
算
を
編
裂

し
、
叫
融
会
の
滋
淡
た
み
ま
し
た
。

と
の
務
総
は
、
本
年
度
中
w
h

内材

中
点
含
み
る
予
定
で
あ
h

ッ
ま
す

が
、
混
在
の
財
政
執
行
は
少
鶴
間

で
あ
れ
ソ
、
年
度
末
に
火
添
削
り
品
松

戸
村
が
予
知
却
さ
れ
ま
す
。

@
町
鎗
晶
執
務
総
数
綴
銭

務

総

会

計

本
年
俊
二
十
「
札
機
む
住
宅
安

時
階
級
刷
。
で
あ
り
、
八
分
滋
寺
山
山

淑
吊
上
が
り
最
後
の
仕
上
げ
な
急

い
で
お
り
ま
す
。
と
の
同
紙
ム
慨
は

回
関
心
掛
照
時
制
金
附
悶
白
取
引
丹
、
内

吟

債

務

化

「

万

円

住
宅
拙
世
間
用
料
一
一
後
五
十
万
門

一
般
会
針
よ
ち
の
鴎
勝
山
刷
会
，
六
十
方
向

に
で
附
州
わ
れ
主
す
が
、
油
精
時
間
食

材
陣
同
等
の
収
納
が
遅
れ
る
関
係

上
、
七
同
月
末
日
に
交
弘
う
総
数

後
に
充
て
る
た
め
、
}
一
一
磁
哨
M

聞け

の
つ
な
ぎ
俳
出
入
れ
攻
防
村
閥
品
総

組
合
よ
り
行
い
叫
射
殺
羽
織
刷
出
を
は

か
つ
て
お
年
ま
す
。

。
公
泌
総
陥
欄
腕
特
別
会
計

本
学
八
月
一
日
現
在
に
お
け

る
繁
樹
燃
は

入
掛
詞
純
明
点
数

、
h
u
九…
μ
浪

費
出
向
額
九
開
閉

}nm九
千
-
V
M
W
凶
行

利

子

八

双

山

…

千
m
同夜間け

に
し
て
、
附
附
脂
小
川
削
減
蝋
捕
に
比
し

点
数
に
お
い
て
八
O
点

輪
開
山
副
総
に
お
い
て
二
万
一
乎
湾

総
本
e
に
お
い
て
六
千
即
日

の
税
務
主
な
号
、
利
用
者
数
も

絞
殺
の
組
問
内
内
で
す
ら

。
瞳
桐
畳
陣
宮
申
器
摘
特
約
金
鮎
刷

本
島
砂
崩
院
か
ら
、
務
総
会
計
と

し
て
発
見
し
ま
し
た
策
担
時
事
業

も
、
と
λ
に
附
悶
ケ
隙
丹
螺
臨
調
剤
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
収
支
り
波
踊
訟

は
、
開
制
申
栽
に
一
市
す
k
お
れ
ツ
ポ
お

き
ま
す
が
、
汲
取
り
、
ど
み
判
明

hν

に
よ
る
衛
生
手
数
料
ハ
後
ん

ど
が
た
ば
と
小
花
燃
綴
)
も
汲

間
取
占
阜
の
新
議
納
入
以
米
作
業
能

力
t
m
向
上
し
て
封
、
ま
し
た
の
で

逐
次
上
昇
し
つ
九
あ
る
現
況
に

あ
り
ま
す
。

品
W
W岡
崎
雌
問
自
制
水
遂
官
構
築

特

別

会

計

我
孫
子
本
町
石
燃
ゑ
糸
工
構
鳴

の
、
開
阿
波
水
質
の
い
ち
じ
る
し

く
懇
い
州
地
底
綾
蜘
蹴
寄
れ
た
簡
易

水
道
を
然
悼
付
す
る
た
め
、
去
る

七
万
一
経
世
帯
予
築
を
上
程
.
議

決
4
q
斡
踏
ま
し
た
。
手
算
額
は
十

円以
V
M
r
…
千
五
百
山
田
け
で
、
伽
帆
入
は

水
議
使
用
料
で
的
わ
れ
ま
す
e

支
出
制
は
、
機
絞
殺
鱗
緩
む
級

品
村
務
総
k
電
気
使
間
m制
約
マ
あ
争

ま
す
e
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投
入
及
京
支
出
の
概
況

可…認一物一俊一
臨
時
一

O
入
っ
て
祭
る
お
金

湾

問

ハ

副

局

か

ら

七

月

忽

隠

傘

で

u

繍
附
一
対
マ
は
入
っ
て
来
る
お
A
燃に

一
づ
い
で
い
ろ
/
¥
と
皮
算
期
一
安

即
し
て
ラ
築
を
立
て
A

い
ま
す
が

一
係
長
潟
mv
て
も
一
愛
重
婆
な
山
間

一
一
路
は
狩
の
制
机
で
あ
哲
ま
す
。

一
町
の
税
に
つ
い
て
は
、
往
民

一
負
担
の
状
況
の
と
お
き
マ
す
が

一
近
年
次
官
簸
区
に
杭
制
緩
総
合
が
級

一
際
せ
ら
れ
総
務
に
協
力
し
て
い

…
た
だ
い
て
い
る
の
で
収
納
状
況

一
は
綴
織
マ
あ
与
ま
す
。

と
一
ま
た
、
俊
民
一
六
/
¥
の
帥
駅

一
割
艇
の
意
識
も
溺
ま
り
、
次
表
に

一
一
市
す
と
お
り
公
明
品
し
た
絞
叫
朝
刊
か

ぴ
一
見
ら
れ
ま
す
。

一
町
制
調
の
外
線
ガ
交
付
税
も
七

寸
月
中
w
h
算
定
を
出
品
、
年
間
予
物
持

…
と
徐
立
険
制
偶
を
紋
帖
制
す
る
予
A

縦

一
一
あ
一
マ
十
Je

そ
的
外
の
曲
賞
目
に
つ
い

一
て
も
総
務
の
k
お
り
、
大
体
昨
附

一
年
同
開
制
州
主
悩
門
じ
制
糊
品
目
の
絞
入
状

一
慾
で
現
夜
の
と
こ
ろ
比
較
的
抑
制
相

殺
一
銭
な
収
納
状
況
で
あ
争
ま
す
。

A
V
出
制
で
ゆ
え
お
金

務
骨
組
ま
で
に
後
ゆ
た
制
酬
は
、

予
算
出
日
二
鶴
岡
問
分
、
川
一
千
六
一
総

沼
田
け
で
あ
れ
ソ
、
昨
年
同
州
糊
備
に
ゅ
ん

し
少
し
く
下
濁
る
制
開
会
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ιれ
は
学
校
時
間
袋
、
道
路
猿

鍛
等
お
も
な
務
轍
摘
は
F
学
識
に

行
う
た
る
で
あ
ウ
て
、
予
算
執

行
弘
割
高
間
に
せ
盤
い
て
泌
総
な
財
務

遂
帯
同
を
計
れ
ツ
た
い
k
開
削
っ
て
い

ま
す
。カ月
米
自
現
在
の
才
出
闘
を
後

疑
問
仰
に
減
る
と
、
左
表
の
と
お

り
明
、
す
。

民

負

担

附
刊
の
制
相
殺
の
然
災
品
川
制
料
は
、

締
罰
さ
ま
の
裁
も
関
心
の
潟
い
慈

の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
三

十
間
関
械
で
度
。
一
税
負
銭
安
ハ
双
山
総

粗削
V
〈M
H
予
算
額
に
よ
る
〉
八
月

一
隠
滅
後
の
ム
付
同
一
一
六
、
五
五

九
人
、
数
絡
船
娯
ヤ
弘
、
丘
一
五
九
世

帯
を
議
懲
に
し
て
察
隊
す
る
と

( a ) 
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水殺事i連主税

の

扶

話

左
阜
抵
の
と
お
れ
ソ
で
あ
わ
J

ま
す
。

な
お
、
本
年
度
よ
り
釈
し
く
斡
引

っ
て
い
る
間
関
紙
同
畿
地
織
然
絞
め
後

ふ
燃
の
一
人
当
む
の
平
伶
は
、
七

九
六
円
で
あ
れ
ツ
、
一
世
機
滋
告

は
、
一
点
、
匂
一
一
一
行
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
〈
加
入
者
だ
け
〉
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1空71>
23.435 
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予事務

綴鑓豊富究出清額

公
益
事
業
の

経
理
の
概
況

''1It、，，，も
B
F

本
符
は
、
公
益
事
業
と
し
て

稔
綴
子
公
持
制
緩
臨
胞
と
古
屋
儲
問
易

水
滋
事
惜
別
殺
行
っ
て
お
ち
ま
す

公
益
賀
屋
は
‘
制
明
殺
と
十
}
年

発
足
し
、
以
来
F
設
た
し
て
き

ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
税
減
に

汲
ち
つ
つ
あ
争
ま
す
。
水
叫
浦
被

梯
燃
は
も
本
年
五
月
、
地
元
仲
間
協
州

A
W

離
別
相
燃
に
よ
り
発
足
い
た
し
ま

し
た
。
内
向
段
以
来
わ
ず
か
三
ヶ

月
で
す
が
、
総
額
な
あ
ゆ
み
を

つい
A

げ
て
い
ま
ず
。

貸出件数 552鈴

京tlJ'詩"I者数 375入

資燃綴 945，700将
軍母子絞入 82，40台湾
率IF子はJl3分

4" 喜

35絞殺

19，880i'l 
270円

20丹

百
』

意1J用世帯

水道料ゑ

主主本料金以
2O.il.方糸まぜ& 

関川向/水¥

家V議¥

a
z
z
'ミ
agg
主もお，
t
s
，匙，，
a

年
々
多
く
な
る
町
有
財
毅

を，
f

、J
t
、，
f
a
1
5
F
身、
9
f
、震グも
3
4金
魯

e'za

町
の
併
問
塗
は
‘
念
品
端
、
総
腕
判
ま
す
。
保
有
演
は
ん
恥
畿
の

k
h相

叶
町
一
滋
券
、
預
金
、
滋
設
等
明
、
す
が
れ
ソ
明
、
あ
ち
・
ま
す
。

醐
畑
一
町
掛
偶
然
活
の
建
設
、
補
問
紡
施
殺
後
純
利
七
、
五

O
二日野

伽
立
の
然
光
、
臨
開
易
水
道
の
設
国
嵐
、
ゑ
柏
崎
二
三
、
五
間
間
五
僻
庁

醐
間
一
庁
舎
の
楢
明
後
、
競
積
立
金
の
描
唱
者
制
糊
絞
券
…
↓
一
七
一
千
邸
付

一
ヰ
一
緩
等
然
食
巡
っ
て
揃
哨
加
し
て
い
務
傘
二
、
誠
一
六
七
千
田
川

第

i
j・俊一鳴

が
罰
Q

一3
0
m
4
 

K
U
T呪一
w

q
 

〈轟〉

(34.7.31現夜〉費十会毅
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マ
一
般
会
計

本
年
は
、
持
品
輸
戦
的
例
制
帆
交
の
均

一
衡
を
保
っ
て
い
る
の
で
、
務
復

一
の
と
こ
ろ
後
入
れ
は
し
て
お
り

一
ま
せ
ん
。

一

門

V

終
成
会
計

一
@
世
帯
年
縁
組
制
し
と
発
足
し
た
同
開

一
時
内
総
綴
保
険
務
殺
の
円
滑
な
る

一
選
掛
闘
を
行
ラ
た
め
抑
制
双
十
万
国
け

の
一
時
借
入
金
安
脚
町
村
関
部
絵
師
揖

合
よ
り
行
ウ
て
い
ま
す
。

@
昨
年
度
途
…
馳
棋
会
計
で
品
引
っ

て
い
た
駒
内
科
蔚
絵
耐
唱
の
慾
殺
を
、

本
年
度
よ
争
終
凶
開
会
叫
削
で
む
引
っ

て
い
ま
す
。
と
の
ム
判
貼
削
の
特
殊

性
に
よ
り
、
一
時
に
時
臨
楠
献
資
金

の
交
協
同
か
要
求
さ
れ
ま
す
e

こ

の
叫
制
時
帆
明
地
掛
両
を
図
る
為
、
脚
吋
叫
約

捕
鯨
給
総
合
よ
り
、
三
百
万
開
け
の

-
一
時
借
入
れ
ι
粧
品
引
っ
て
い
ま
す

幣
鎮
魂
在
高
は

一
一
千
七
百
九
十
五
万
九
千
円

狩
放
を
遂
暗
闘
す
る
た
め
に
、
。
学
校
時
離
柑
獄
後
会
は
じ
め
と
し

防
除
毎
年
政
府
資
金
脇
?
な
炎
総
て
逐
年
必
、
曲
賞
家
轍
常
食
料
引
う
た
め

欄
聞
に
豆
り
安
い
科
患
で
批
出
入
れ
に
借
入
れ
を
し
て
き
ま
し
た
・

た

い

わ

し

ま

す

。

そ

め

楽

祭

主

祭

入

残

官

聞

は

、

次

本
肘
吋
も
、
問
問
和
利
二
十
回
年
肢
の
&
お
号
で
あ
号
ま
す
。
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( s ) 

予
算
化
ま
で
は
、
い
っ
て
お

9

ま
せ
ん
が
、
削
崎
山
利
口
一
十
五
年
度

よ
り
予
算
化
の
方
針
な
た
て
て

お
ら
れ
る
よ
う
で
す
の
で
、
一

日
も
円
十
く
架
線
が
爽
唱
刑
事
れ
る

よ
う
対
は
一
潜
の
担
問
力
ιな
い
た

し
ま
す
q

今
年
は
樹
銅
線
な
災
後
の
た
め

媛
作
が
予
耕
服
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
や
め
符
の
自
機
数
殺
は

ゆ
昨
年
よ
り
子
僚
も
多
い
}
丸
一
ニ

ヌ
一
山
一
五
銭
と
い
た
J

数
設
で
、
口
出

察
知
説
単
純
潔
滋
に
は
ω

廃
止
中
途
者

の
ご
遜
解
と
ど
協
力
な
く
し
て

は
で
き
な
い
こ
と
で
す
母
政
府

に
お
い
て
も
本
年
僚
は
汲
加
予

約
、
築
後
揃
明
神
明
は
し
な
い
方
針

だ
k
の
こ
と
な
り
で
、
予
約
刑
期

開
問
ゃ
に
篠
山
郊
の
絞
殺
を
議
後
ず

る
よ
う
熱
か
ら
帆
刊
に
側
討
議
さ
れ

て
お
り
ま
寸
の
ポ
¥
仲
村
倒
的
の
ど

協
力
合
お
願
い
し
ま
す
。

八
月
且
日
現
姦
ま
で
に
ア
℃

八

0
0陥
掛
け
か
予
約
さ
れ
て
お

9

日
総
数
料
就
に
対
し
て
九
二
須
の

成
緩
や
ω

挙
げ
て
お
り
害
す
。

本
年
度
の
予
約
予
約
は
ニ
め

申
告
で
や
っ
た
関
係
上
‘
相
隣
人

以
程
標
数
量
の
指
示
に
つ
い
て

二
悌
に
は
従
米
自
実
棉
械
に
比
し

て
滋
少
な
数
盆
山
荘
日
口
世
相
主
し
て

鴻
知
な
受
け
た
方
の
あ
る
反
函

に
、
拙
相
当
数
紙
臓
が
倣
哨
制
附
さ
れ
て

V
る
ガ
も
あ
り
、
的
別
総
ζ
れ
ら

の
籍
条
が
不
均
衡
問
問
絞
め
時
制
約

む
た
め
で
あ
れ
ば
翁
然
mw
紙
制
緩

と
い
う
べ
き
で
す
が
、
捕
噌
輔
附
さ

れ
た
方
は
縫
成
き
れ
ず
、
減
少

米
の
予
約
に
ど
協
力
を
吋

日

農

家

の

み

な

冬

ん

へ

n
u

同

し
た
方
は
油
胤
川
知
νμ
お
れ
ソ
を
予
約

す
る
主
貯
の
何
回
線
数
品
思
議
時
制
に

捻
担
相
当
の
関
幾
が
あ
争
ま
す
の

で
、
次
の
よ
う
に
改
め
た
い
と

線
い
ま
す
。

ω州
制
作
…
際
繍
般
の
遂
少
申
告
に
つ

い
て
は
開
明
。
後
綴
途
中
で
す
の
で

説
家
一
柑
授
の
綴
楠
械
で
問
機
数
量
を

修
干
犯
す
る
。

ぬ
w
生
逐
者
に
通
知
し
た
開
制
緩
数

紘
鳥
山
弘
、
計
算
時
主
総
当
v
h
臨
吋
総

会
総
淵
糊
し
て
い
る
の
で
、
務
K
W

爾
僚
の
帥
抑
制
制
、
人
n
H
C
移
動
、

採
ぬ
ほ
制
服
浅
瀬
剰
に
つ
い
て
は
こ

れ
を
訂
正
し
、
悶
財
閥
概
数
盤
を
修

正
す
る
。

品
ww抗
議
絞
量
は
、
郎
官
締
約
に
決

仏
り
ら
れ
て
い
ま
す
が
一
額
修
}
ぶ

し
た
い
9

ま
た
認
世
帯
出
掛
の
平
均

反
収
で
、
後
世
楓
約
V

私
生
産
量
を

計
算
し
た
た
め
滋
夫
申
告
穴
績
よ

り
も
少
く
議
然
殺
し
た
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
州
制
作
治

む
よ
い
放
を
持
っ
て
い
る
方
晴
、

あ
柱
、
そ
む
人
は
過
去
の
樹
党
議

抑
制
後
ま
で
は
予
約
し
て
も
ら
い

た
い
。

@
M
以
上
に
よ
れ
ソ
八
月
中
・
品
開
ま
で

に
日
間
体
数
品
親
会
仲
勝
進
し
、
八
月

中
に
予
約
安
殺
す
し
て
も
ら
い

九
月
上
旬
ま
で
予
約
災
絞
殺
品
制

約
し
て
少
い
主
惑
わ
れ
る
中
n
v
h

対
し
て
は
執
削
除
宮
を
す
る
・

第三幸喜怒便物客草刈
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( 6 ) 

会
場
明
、
駒
内
輪
脳
卒
で
み
ち
ま
す
。

総
俸
は
絡
に
も
区
長
、
附
門
代

珊
暗
殺
、
議
伸
縮
然
、
総
長
、
延
長

さ
ん
ま
た
は
、
織
問
入
会
の
皆
さ

可
愛
い
子
挟
C
た
め
に

小
児
隣
縛
の
予
詰
接
種
な

八
月
一
開
発
行
の
「
広
報
あ
総
入
し
て
申
込
み
下
さ
い
。

び
こ
い
で
、
小
附
邦
緊
縮
押
予
防
按
ゆ
剣
持
品
棋
は
、
一
人
千
六
日
自
国
H
の

種
の
申
込
み
に
つ
い
て
お
知
ら
予
後

せ
し
ま
し
た
が
毛
務
総
省
は
鰯
@
対
象
議
は
、
※
る
十
万
一
目

録
ま
で
に
、
保
抽
階
級
締
役
係
鐙
現
在
で
瀦
中
ハ
ケ
丹
市
叩
幼
児
か

に
、
極
市
議
も
し
く
は
警
滋
で
取
ら
小
学
校
校
学
死
滅
ま
マ

均

時

ん

マ

下

さ

い

。

m

w

ベ

3

V
普

d'、
ス
ト
叩
イ
に

品W
楠抑制
W
は
八
月
末
n
R
ま

で

溺

飲

な

殺

や

急

性

疾

患

、

批

判

@
住
所
、
後
終
滋
名
、
数
接
請
悔
融
制
慾
期
輔
、
酬
明
朗
炎
、
胃
腸
修

者
名
、
投
開
錦
、
悠
匁
月
日
を
議
場
絡
に
は
綬
鍾
し
ま
せ
ん

乳

児

の

一

斉

検

必
ず
'
み
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う

可
後
い
お
子
掛
械
の
時
間
際
電
攻
守
午
後
一
時
か
ら
午
後
一
沿
線

る
乳
児
の
一
慌
丹
後
診
を
、
次
の
ま
で
湖
北
小
学
校

日
判
慨
に
よ
れ
ソ
日
行
い
ま
ず
か
ら
、
八
月
日
一
十
六
日
〈
水
〉

満
二
イ
中
京
総
の
乳
児
の
お
い
で
午
後
…
拙
吋
か
ら
午
後
三
時
吋

に
な
る
ご
家
臨
慨
は
、
母
子
手
緩
ま
℃
然
，
一
点
ι
学
後

を
お
持
ち
に
な
っ
て
没
後
の
議
八
月
ニ
十
匁
災
ハ
氷
)

携
で
診
断
を
受
け
て
で
幸
い
。
午
後
一
臨
時
か
ら
午
後
一
以
降

後
詰
ま
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
ま
で
時
時
限
小
学
絞

て
お
り
ま
す
。

。
対
毅
務

演
で
玄
米
緩
め
統
兇

o
a時
吋
と
場
所

人
月
二
十
四
日
〈
月
》

午
後
一
時
か
ら
午
後
一
応
時
吋

ま
で
布
佐
宝
保
育
緩

八
月
一
日
十
五
時
H

ハ
火
)

人

八
月
…
日
付
た
も
っ
て
次
の
と

お
れ
ア
人
務
総
数
日
か
発
令
さ
れ
ま

し
た
。

噂
税
制
的
後
線

総
務
係
長
を
命
ず
る

玄
十
事
に
捕
刑
す
る
〈
総
務
総
〉

主
事
飯
田
同
時
鮎
炎

総
務
総
ム
邸
機
品
開
受
を
命
ず
る

〈
税
務
隷
〉

ム
笠
一
家
樹
問
団
関
清
次

税
務
出
持
続
究
会
命
ア
るハ削附鵬附綿綿〉

書
記
中
村
山
貯
二

時
賎
後
係
長
を
命
ず
る

議
官
併
に
拙
刑
す
る
(
税
務
調
融
)

備
繍
梯
仙
梯
桝
本
支
太
郎

保
健
M
開
眠
試
合
ω

命
ず
る

主
事
に
鵠
備
す
る
ハ
総
務
総
M

ギ
ム
事
品
開
水
彩
融
期

尚
北
交
郁
朗
長
を
命
ず
る

(
建
設
剖
繰
〉

榊
繍
総
竹
内
港
夫

湖
北
米
時
間
後
を
免
ず
る

ハ湘糊持品交一例〉

蛍
同
級
品
開
い
ぶ
斜
線
引
T

総
務
課
勤
務
を
ん
印
字
る

ハ油開叫脱線〉

浪
岡
託
金
一
員
総
江

総
務
総
総
務
常
命
ず
る

動

2主

(
出
納
笈
》

議

総

渡

辺

芳

子

税
務
総
効
務
官
命
ず
る

ハ
湖
北
支
福
間
〉

番
町
泌
総
ゐ
倒
れ
純
子

陵
地
滑
剤
師
勤
務
安
念
ず
る

ハ
総
務
総
〉

幾
銅
山
板
倉
幾
係

諸
暗
殺
繍
納
品
期
総
セ
命
ず
る

ハ
社
会
務
)

議
開
仙
附
関
口
呉
市
昭

社
会
藤
勤
務
ま
A

附
ず
る

〈時離輔酷繍締
V

開
緯
夜
中
卒
制
附
子

山
附
仙
刺
盛
一
備
制
説
明
を
命
ず
る

ハ
総
務
課
〉

蹴

脱

線

川

実

篠
崎
臨
毅
鈴
務
合
命
ず
る

ハ棋臨轍鍬綿綿
V

主
事
件
汁
上
禍
押

臨
桝
漁
獲
品
開
会
勤
務
を
免
ず
る

机
札
会
総
州
制
緩
を
命
ず
る

嚇
繍
的
能
川
沿
持
光
衛

ハ
飢
附
総
務
}

護

法

ム

ワ

持

数

門
総
務
総
〉

後
援
練
勤
務
を
命
ず
る
ハ
幾
v

淡
淡
後
員
会
勤
務
を
命
ず
る

今月は
湾民税務二期分

を絞める月勺ず

8月31EI ;tでに

忘れずに

納めましょう
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近
く
級
河
さ
れ

る
見
議
し
に
な

っ
て
お
ち
ま
す

が
、
制
限
努
附
抑
止

に
つ
い
て
は
、

今
後
と
も
ご
淡

色
ご
則
樹
液
下
さ

る
主
企
ハ
に
、
数

獲
を
蒙
っ
た
場

A

佐
官
は
淡
地
取
殺
を

で
ど
連
絡
下
書

、。L
 
(附件令官的は官弾約

機
側
聞
新
潟
先
制
判

相境問山
M

灯
、
川
間
留
舶

に
燦
ぶ
カ
ル
ガ

そ
の
剖
叶
〉

何
一
…
水
柏
の
散

3
嗣
，

純

一

カ

ル

が

そ

の

銃

撃

実

施
J

一

時鶴一

;
i〉
2
2
・s
i
t
z
i
i
!
i
3
1

一以一
第
一
と
ふ
数
年
楽
然
関
酬
な
続
け
て
い
ま
す
。

一
来
た
骨
骨
量
行
為
は
、
毎
年
胤
制
作
物
防
で
は
、
こ
れ
ら
布
告
日
終
ハ

ご
い
甚
大
な
州
恨
ん
活
安
与
え
て
お
ち
カ
チ
ス
、
ス
ズ
メ
、
ヵ
ん
が
そ

一
し
ま
す
が
、
殊
に
、
ヵ
片
ガ
モ
に
簿
》
の
判
限
緩
や
時
間
氏
守
る
た
め

一
一
以
、
回
世
叫
弘
樹
抑
制
世
相
如
、
手
交
問
問
問
問
今
様
然
一
一
凶
疫
の
有
喧
一
日
臥
同
級
除

一
辺
の
京
大
た
翠
商
郎
抽
出
羽
田
に
加
減
泳
女
…
ヶ
月
夜
品
慣
に
わ
た
っ
て
噺
均

一
し
、
後
間
附
浪
商
問
利
娘
、
手
掛
周
知
的
問
門
嫁
し
て
幾
ま
し
た
が
、
そ
の
後

…
子
拓
地
的
学
場
一
紫
、
齢
制
倉
減
数
の
燃
し
い
材
期
総
に
桝
問
点
、
引
統

一
を
蒸
し
ま
は
号
、
議
家
の
叫
諮
問
旧
奪
第
ス
開
制
院
の
者
山
鳴
門
自
灼
抑
制
抗
出
安

一
一
の
的
引
に
な
っ
て
お
ち
ま
す
e

約
機
元
ハ
ソ
タ
ー
の
協
力
に
よ
っ

一
に
本
年
は
好
天
に
滋
れ
、
山
撲
か
で
実
録
す
る
た
め
談
林
省
に
終

と
一
に
紛
争
し
た
学
一
室
品
川
還
を
、
別
の
書
長
要
事
で
あ
り
、

一
滋
在
数
千
務
に
の
ぼ
る
カ
ル
ガ

i
i
i
i
i
l
t
i
t
i
-

7
2宗
務

し

て

号

、

被

平

和

の

願

い

を

こ

め

て

ぴ
玄
悶
箆
雨
明
も
各
政
に
見
受
ら
れ
、

一
水
珂
織
的
被
答
閥
時
制
一

f
B
G
W歩

一A
妓
畑
聞
に
し
て
数
百
万
開
け
の
多
綴

あ
一
川
品
川
る
も
の
と

mEJ也
市
て

円

お

知

ら

せ

毅
一
匝
保
税
務
一
綴
分

一
を
お
納
め
下
さ
い

;
一
一
蹴
災
健
議
後
険
制
制
「
然
…

f
一
期
ハ
こ
な
機
仙
制
さ
れ
て
お
る

…
…
方
に
糾
持
し
て
、
談
後
件
析
が
十

一
一
六
口
持
品
い
で
発
時
捕
さ
れ
ま
し
た

一
一
餐
促
状
の
鍛
定
期
開
慨
は
、

一
…
八
月
三
十
一
円
口
、
始
餌
付
岨
明
駆
的

一
一
は
符
収
入
役
及
び
支
部
川
で
あ

断
一
一
ち
ま
す
の
で
、
護
費
ま

日
一
一
で
に
は
必
ず
約
竹
下
さ
る
よ

川
一
一
う
お
悩
闘
い
い
た
し
ま
す
。
抱
強

白
一
一
鐙
期
開
閉
官
官
溜
ぎ
ま
す
と
、

年
一
一
延
滞
加
算
金
が
後
奴
さ
れ
ま

制
酬
で
す
。

期
一
…
な
れ
品
、
殺
笈
期
間
拭
後
は
、

眠
時
一
…
す
み
や
か
に
波
紋
磁
波
を
行

…
ア
う
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
の

〉
一
一
で
、
報
官
保
体
杭
に
よ
ち
納
付
下

7
…
zeる
よ
う
、
鮮
ざ
し
、
お
側
酬

〈
で
い
た
し
ま
す
。

主争

縫
い
が
変
っ
た
と
き
は

郵
便
局
へ
も
溺
践
を

ぬ
い
が
放
っ
た
時
は
〈
総
入
、

転
刻
、
転
居
〉
住
民
涯
制
球
の
係

に
開
腕
け
山
糾
合
し
て
い
た
だ
く
こ

と
は
加
内
総
で
す
が
、
制
郵
便
蹴
制
へ

へ
も
と
れ
蛾
?
の
察
を
鰯
け
て
お

き
ま
し
ょ
う
@
こ
う
し
て
お
き

ま
す
と
似
仲
間
際
宛
む
郵
僚
級
、

後
毅
守
嫁
ぐ
に
新
し
い
住
所
w
h

悶
嵐
山
総
寸
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

駒郡
4
q
訪
ね
て
と
ら
れ
た
人
に
教

え
て
あ
げ
る
に
も
鉾
常
に
制
限
制
判

叫ん
k
添
い
ま
す
。
制
抑
制
限
筋
へ
の

附
畑
山
山
崩
関
紙
校
、
役
場
、
各
支
部
川
、

副
抑
制
限
時
叫
の
窓
口
に
用
串
思
し
て
ご

ざ
い
ま
ず
か
ら
、
総
結
晶
什
ご
割
判
然

下
容
い
。

師
陣
水
燦
禁
氏
参
加
代
表
決
ま
る

役

界

大

会

開
陣
閥
閣
ゆ
か
り
培
地
「
広
島
」

に
お
い
て
行
わ
れ
る
第
五
派
閥
郎

水
縁
結
制
止
数
界
大
会
に
、
中
小
附
叶

の
代
表
主
し
て
参
加
さ
れ
る
ガ

に
獄
、
次
由
民
災
げ
酌
百
地
ぱ
枯
れ
、

八
月
四
認
午
後
五
時
「
広
島
」

に
山
出
発
い
た
し
ま
し
た
。

我
孫
子
町
役
場
代
幾

助

役

川

m
H杓
陪
指
数

時
仏
河
卵
子
的
待
機
余
代
表

町
議
会
儲
瓶
詰
同
問
後
平
淡

勤
労
議
開
山
体
代
後

口H
立
織
間
後
労
紋
刻
印
札
一
長

続
的
地
光
中
市

宗
教
国
間
体
代
表

品仏情的
v
f
a

以
ヤ
ヲ
ス
ト
料
相
会

弁
上
中
宮
内
滑

な
お
、
桁
叫
陣
内
の
地
問
段
、
町
内

の
各
積
間
同
体
に
ど
協
力
h
E
い
た

だ
き
ま
し
た
間
間
関
募
集
、
総
念

パ
ッ
チ
白
協
斡
蛸
畑
山
品
開
問
一
一
円
、
五
七

。
門
の
多
額
に
議
し
、
我
孫
子

駒
内
際
水
爆
禁
ふ
協
議
会
明
、
は
、

終
火
な
る
ご
協
力
に
対
し
て
制
作

く
綴
組
制
し
て
お
ち
ま
す
。

Hγ 

す月の町致日

後例的議童会

消防閉会議

f王宮襲共演者l令孝義代会
東lJ飴i滋縁談司会
m;:氷占禁禁11:協議余

機工会事ft草子i¥'l賢会
i賞篠会総会
長言水主集室奈jl:協議会

談II主殺害警得税後会
問i!i'，関係豪華道絞殺

第三三小学校主主:ζ火
薬著書会主義Itf;嘉機会
消防長読本総会議

差益衆望書長会

絞首貴重委主主会
治防災巨童会議議

選挙管滅後員会事整傷状在ミ霊童話C
統計1T会ぜ会
普請傑2襲滋ヨ密室主会
話主主義乎総長主民主主祭員会
長聖書建委員会

事選~t玲i主主義紗態喜多11合会
湖i主義足区民主主番号員会
事襲i主総長主総事実健診11合会
靖it主総長n話集委主主会
ニ小池宮主義室核総喜多打合会
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f函li_~JI司司(函|直|
福
祉
年
金
は
十
一
月
か
ら

護

出

制
M
M

初

年

に

発

思

一
一
年
を
在
っ
た
号
、
本
兵
隊
後
に
な
っ
た
号
、
一
後
の
録
者
手
が
死

一
一
亡
し
た
湯
合
、
際
生
年
令
保
険
、
関
部
絵
、
各
制
偶
然
務
総
合
絡
に
よ
る

竺
年
金
総
威
的
ど
れ
に
も
あ
て
は
ま
ら
ず
、
不
遂
の
ま
ま
と
れ
ソ
時
間
き
れ

…
…
て
い
た
人
一
議
が
か
な
号
た
く
さ
ん
お
哲
ま
し
た
。
主
と
ろ
が
会
開
隣
同
同

一
一
を
対
象
と
し
た
悶
災
匁
令
制
刷
出
脱
が
で
き
、
今
ま
で
議
ま
れ
な
か
っ
た

叫
一
人
諸
問
も
救
わ
れ
、
安
心
し
て
全
信
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
e

笠
こ
の
綴
絞
は
綴
山
例
制
側
主
無
線
山
川
総
に
別
れ
て
い
て
、
祭
擬
燃
料
開
の

一
一
線
社
和
小
企
は
、
今
年
の
十
}
月
一
お
か
ら
発
殺
し
ま
す
。
ま
た
、
み

叫
一
ん
な
で
お
殺
を
出
向
し
あ
う
蜘
刑
務
総
年
金
は
、

問
れ
か
ら
発
足
す
る
こ
主
紙
な
っ
て
い
ま
す
。

年
金
の
時
様
麟
附

に
は
単
品
令
、
障

害
、
抑
制
子
ハ
淡

刷
出
及
び
募
総
体

A
誠
一
党
品
怖
か
〉
の

之
輔
樹
祭
が
あ
ち

民
判
制
叫
J

蜘
向
山
川
和
十
品
漏
と
い
う
も
の
は
、

一
僚
級
品
唖
は
二
十
後
か
ら
双
十

ぁ
一
九
緩
ま
で
の
金
周
炎
で
、
と
れ

一
は
生
命
削
際
協
腕
な
ど
の
よ
う
に
入

一
づ
て
も
入
ら
な
く
て
も
よ
い
と

…
い
う
の
で
な
く
、
係
動
的
に
仙
紙

一
保
険
点
制
主
な
却
ま
す
。
た
だ
公

…
的
例
年
金
の
蛸
樹
立
金
一
令
し
て
い
る

一
者
k
、
す
で
に
懸
品
開
を
受
け
て

一
い
る
者
MH燃
か
れ
ま
す
。
し
か

一
し
、
こ
の
家
族
内
功
配
偶
務
主

一
か
学
生
は
《
本
人
の
締
穫
に
よ

一
っ
て
被
除
験
者
主
な
れ
ま
す
e

一
こ
の
制
限
険
料
は
二
十
歳
か
ら
一
一
一

…
十
制
問
歳
ま
で
の
人
は
い
鋒
月
一
自
問
付

一
一
一
一
十
笈
緩
か
ら
一
九
十
九
絞
ま
で

一
の
人
は
百
五
十
回
付
で
、
問
問
民
年

一
金
手
側
酬
に
郁
朗
裂
の
印
叩
柑
艇
を
明
闘
っ

一
て
は
る
と
司
ど
に
よ
h

ワ
品
開
め
た
ζ

…
止
に
な
句
ま
す
。
な
お
、
郎
防
除

一
材
料
の
半
額
に
制
制
幾
す
る
綴
を
霞

…
僚
が
A
H
援
し
ま
す
か
ら
、
夜
間
什

一
の
勾
材
料
を
翼
う
左
一
段
五
十
郎
什
の

一
線
時
間
創
刊
を
約
め
た
と
ξ
に
な
お

一
わ
け
で
ナ
。
こ
の
制
限
険
制
約
も
品
抱

一
除
、
治
伯
郡
の
途
tm
開
聞
け
て
お
哲

一
ま
す
。
続
出
燃
年
金
受
給
協
同
終

の
附
駒
山
川
は
間
関
年
十
月
一
日
H

か
ら

祭
険
料
引
の
被
向
棋
は
明
後
コ
一
十
六

年
の
間
同
月
一
夜
か
ら
納
め
ら
れ

ま
す
。
双
山
凶
年
金
問
符
楠
前
段
、

い
」
つ
れ
拙
開
会
安
み
て
お
議
十
る

と
主
主
し
、
と
と
で
は
お
時
し

ま
す
。…

僻

m
蜘
慌
齢
制
制
奪
金
~

恥
納
州
側
出
前
倒
刺
の
梢
間
社
盤
ザ
ム
明
段
、

僚
が
そ
の
A
W
知
樹
安
食
鎖
し
て
く

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
号
、
回
同

災
は
お
金
食
後
立
し
な
ぐ
て
も

よ
い
と
し
ふ
に
な
っ
て
お
り
ま
す

品
哨
品
争
開
制
裁
年
翁

①
本
年
十
一
月
一
日
に
七
十
歳

を
蛸
悶
え
て
い
る
人

①
品
削
機
的
陥
カ
が
乏
し
い
れ
め
鎚

山州制杭の
4
4
A
明年
A
閉
会
受
け
る
に

必
一
姿
な
保
険
割
引
な
仙
刺
広
り
る
と
主

が
で
き
な
か
っ
た
も
の

が
七
十
議
に
な
っ
た
と
き
…
万

二
千
開
け
(
月
予
悶

U
守
党
総
さ

れ
ま
す
。師陣

議
級
制
叫
盤
申
金

①
本
年
十
一
月
一
川
口
に
二
十
綴

以
上
の
も
の
旬
、
す
叫
に
二
湾

総
度
、
…
内
線
宮
K
M
H
Wいu
陀
を
失

っ
た
線
度
)
以
上
の
ん
険
jw
以
内
状

線
に
あ
る
殺

ぬ
羽
織
総
力
が
乏
し
い
議

mw
二
十
品
域
中
木
枯
射
で
療
撲
に
な
っ

て
い
る
ζ
ξ

で
搬
出
抑
制
的
の
間
際
印
後

年
余
を
受
け
る
に
必
授
な
係
数

制
村
を
柿
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
殺

に
対
し
て
一
万
八
千
円
〈
だ
千

五
一
白
内
〉
も
注
文
殺
さ
れ
ま
す
。

母
子
相
鰯
副
輯
怨
念

①
本
年
十
一
月
刊
日
に
す
で
宮

炎
と
死
別
し
て
い
て
、
蝉
棋
務
教

育
務
了
時
則
的
V

子
会
件
供
養
し
て
い

る
議
①
拠
出
同
総
力
が
乏
し
い
た
め
剣

山
山
側
酬
の
母
子
年
金
を
受
け
る
り

に
必
要
な
係
数
料
刊
を
絞
め
ら
れ

な
い
で
夫
と
死
別
し
義
務
教
官
同

然

γ前
の
予
を
養
っ
て
い
る
者

に
対
し
て
一
万
一
…
チ
聞
け
を
支
給

寄
れ
ま
す
。
下
品
酌
H

炉
二
人
以
上

あ
る
主
撃
は
二
人
目
か
ら
一
人

に
つ
き
二
千
問
問
湾
問
け
が
加
鋒
さ

れ
ま
す
。
お
の
い
ず
れ
も
二
十

五
歳
以
上
の
子
供
が
お
る
燐
令

は
受
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
ど
の
場
合
は
支
紛
れ
定
止
め
ら

れ
ま
令
。

や
担
の
一
誌
輔
欄
績
の
幅
削
後
年
金
の
会

議
求
懇
談
主
交
品
制
さ
れ
る
ま
で

の
手
際
に
つ
静
ま
し
て
は
、
次

絡
に
お
い
℃
お
剖
酬
し
ま
す
e

106 

夏
体
み
も

も
う
じ
ま
終
リ

・あ

ι学
例
月
で
楽
し
い
夏
休
み

も
終
草
色
な
ち
ま
す
。
可
縫
い

千
叫
閉
さ
ん
が
水
や
交
滋
な
ど
の

察
放
に
あ
っ
た
争
、
出
掛
気
に
か

か
っ
て
い
る
ど
家
庭
は
あ
れ
ツ
ま

せ
ん
か
。
絞
角
の
城
市
し
い
夏
休

み
で
す
。
こ
の
よ
う
な
家
殺
を

総
さ
な
い
よ
う
十
分
気
を
つ
け

て
不
惑
い
。

み
だ
れ
た
魚
沼
は
彩
〈
相
続
剛
問

医
し
い
喰
鵠
摘
に
も
ど
す
よ
う
心

組前け、
W

民
休
泳
中
に
し
‘
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
宿
緩
や
品
跡
事
な
ど

も
思
討
に
撃
滅
し
た
争
、
片
づ

け
た
号
し
て
第
二
学
制
酬
に
鍛
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

旅
の
新
生
活
運
動

た
だ
い
ま
旅
の
新
生
組
問
運
動

が
縁
関
寄
れ
て
お
り
ま
す
。

毎
日
双
山
な
人
が
山
泌
を
求
め
て

侠
巡
な
海
V
N

山内
w
h
m
か
け
て
行

き
ま
す
が
、
公
衆
滋
徳
を
よ
く

守
っ
て
楽
し
い
絞
が
で
奪
る
よ

う
に
み
ん
な
で
心
が
け
ま
し
ょ

う
‘
斡
村
に
由
平
山
内
は
と
み
品
闘
い
ま

寸
か
ら
、
品
相
互
に
静
柑
を
繍
問
。
合

っ
て
他
人
に
泌
総
を
か
け
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
三
@




